
筑大演報第14号, 91-113,1998

関東山地北西部，長野県南佐久郡佐久―小海地域の中生界

栗　原　敏　之‘・指　田　勝　男＊＊

Mesozoic strata of the Saku―Koumi area in Minamisaku County, Nagano Prefecture,

northwest Kanto Mountains, centralJapan

Toshiyuki ＫＵＲＩＨＡＲＡ＊ａｎｄKatsuo ＳＡＳＨＩＤＡ＊＊

目 次

Ｉ
　
Ｈ

Ｖ
　
Ⅵ

vn

92

１
　
(
Ｎ
l

ｌ
　
ｃ
ｖ
ａ

Ill　地層

IV　放散虫化石と

１　浜平層群(久田・岸田,1986)との

２　本地城中生界の形成

108

Summ

　＊筑波大学地球科学研究科　Doctoral Program in Geosciences, University of Tsukuba, Ibaraki 305-8571,

　Japan

¨筑波大学地球科学系　Institute of Geosciences, University of Tsukuba, Ibaraki 305-8571, Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-91-



筑大演報第ｴ4号’98

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　はじめに

　関東山地の北西部に位置する長野県南佐久郡佐久町，八千穂村および小海町周辺には秩父帯南

帯に相当する中生界が分布する（図１および図２）。秩父帯は沖繩および九州球磨山地から関東山

地東部にかけて分布し，地質構造や岩相・年代から北帯，中帯および南帯の３帯からなり，四国

や九州の秩父帯中帯は黒瀬川帯と呼ばれている。このうち秩父帯南帯は，関東山地東部の五日市

地域（高島・小池，1984 ；酒井，1987 ；小堺・小林，1986）をはじめ，紀伊半島の由良地域（Ｙａ０，

1984），四国の斗賀野層群（松岡，1984），九州球磨山地（西園・村田，1984 ；Nishizono et al.

1997）等各地で調査されている。関東山地西部では，上野村地域（久田・岸田，1986），北相木一

川上地域（岩崎ほか，1989）において，放散虫化石による詳細な年代論および層序・構造地質学

的検討が行なわれ（図２），海洋プレートの沈み込みに伴う付加過程により形成されたと考えられ

ている。

　本研究地域の地質学的な研究は，Ｆｕjimotｏ（1936）により海瀬一の渕に露出する石灰岩からぺ

Ｂ

　『→゛
調喪地域

下仁田

回,回･目引］

図１　位置図。Ａ：関東山地の位置図。Ｂ：関東山地の地質概略図｛酒井・武井（日

　　　本の地質「関東山地」，1986）を改変｝。　１：三波川変成岩類，２：秩父帯中

　　　生界，３：新第三系，４：山中白亜系，５：小河内層群，６：小仏層群，７：

　　　相模湖層群，８：花肖岩類。
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関東山地北西部，長野県南佐久郡佐久一小海地域の中生界（栗原他）
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　　　　　　　　　　　　　　図２　地質区分図。

(1):関東山地西部の地質区分図{岩崎ほか(1989)および久田・岸田

　　変}。Ａ：木次原帯，Ｂ：御庶出帯，Ｃ：天狗山帯，Ｄ：合羽坂帯，

　　層群。

(2):調査地域の地質区分図と化石産出地点。
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ルム紀を示す紡錘虫化石が報告されたことから始まる。藤本は，南佐久郡地質誌(藤本編，1958)

の中で，本地域の基盤岩類分布域に，北から海瀬秩父古生層帯，御座山秩父古生層帯の帯状配列

を認め，その年代をペルム紀とした。また金属鉱業事業団(1975)は，藤本ほか(1957)，石井(1962)

などによって中津川地域で設定された層序区分を北西に延長し，本地域の基盤岩類を北から乙父

ざわ
沢層，両神層，石舟層，大ガマタ層に区分した。年代に関しては石灰岩中の紡錘虫化石から後期

石炭紀～前期ペルム紀とし，またチャート中にコノドント化石が含まれることを確認し，その年

代が三畳紀におよぶ可能性があることを指摘した。岩崎ほか(1989)は，本地域南方に隣接する

長野県南佐久郡北相木一川上地域を放散虫化石を用いた年代診と層序・構造の検討を行い，本地

域南端部を北から木次原層，御座山層に区分し，その年代を前期ジュラ紀～中期ジュラ紀とした

　(図３)。

　このように本地域の秩父帯南帯に相当する地層は，岩崎ほか(1989)で区分された一部の地域

を除き，その年代については主に石灰岩中の紡錘虫化石によって決定されており，放散虫による

化石層序学的検討は行われていない。筆者らは，これらの地層について詳細な野外調査を行い，

放散虫化石層序に基づく本地域の再検討を行った。その結果，層序・構造および年代診に関して

いくつかの新知見が得られたのでここにその概略を報告する。

宍 藤本編(1958) 金属鉱業事業団(1975) 岩崎ほか(1989)
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関東山地北西部，長野県南佐久郡佐久一小海地域の中生界（栗原他）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　I］［　地質概説

　調査地域は長野県南佐久郡佐久町，八千穂村，および小海町にまたがる，東西約12km,南北約

10kmの地域である（図１および図２）。本地域の中生界は主に頁岩を基質として，砂岩，チャー

ト，石灰岩，緑色岩を岩塊として含む混在岩層よりなる。この地域のこれらの構成岩類からなる

各累層は，南佐久郡地質誌（藤本編，1958）や，岩崎ほか（1989）が述べているように北西一南

東方向の走向を有する帯状配列をなして分布している（図４）。

図４　調査地域の地質図。　１：混在岩層(木次原層下部層)，２：混在岩層(木次原

　　　層上部層)，３：混在岩層(御座山層)，４：チャート，５：砂岩，６：石灰

　　　岩，７：花肖岩，８：石英斑岩，９：安山岩，10 : 蛇紋岩，11 : 沖積層およ

　　　びハケ岳火山噴出物，12 : 山中白亜系，]L3 : 未調査地域，14 :ヽ走向・傾斜。

　　　15 : 断層および推定断層。

　筆者らは，本地域に分布する中生界を岩相・年代および地質構造に基づき，２つの累層に区分

した(図２)。これらは本地域南西部の小海町川平から八千穂村筆岩にかけて，西北西一東南東方

向の走向を有する北傾斜の逆断層で境される(図５)。この断層は南佐久郡地質誌(藤本編，1958)

の北相木断層の北西方向の延長と考えられる。本地域の各累潜は，岩相・年代および地質構造か

ら，北から岩崎ほか(1989)の木次原層，御座山潜に対比される。

　木次原潜は，主に前期ジュラ紀～中期ジュラ紀前期の頁岩を基質として，ペルム紀～前期ジュ

ラ紀のチャート，砂岩，前期ペルム紀～後期ペルム紀の石灰岩，緑色岩を岩塊として含む混在岩

潜からなる。
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図５　図４のＸ－Ｘ'における地質断面図。　１：混在岩潜(木次原潜下部潜)，２：混

　　　在岩潜(木次原潜上部潜)，３：混在岩潜(御座山潜)，４：チャート，５：

　　　蛇紋岩，６：山中白亜系，７：沖積層およびハケ岳火山噴出物。

　御座山層は，中期ジュラ紀の頁岩を基質とし，ペルム紀～三畳紀のチャート，砂岩を岩塊とし

て含む混在岩層からなる。

　本地域の北東部には山中白亜系が, 200～300mの幅を有する蛇紋岩を介して断層で木次原層と

接している。四方原山南方では山中白亜系が大きく南に張り出し，蛇紋岩と流紋岩質の貫入岩を

介して断層で木次原層と接する（岩崎ほか，1989）。本調査地域に分布する山中白亜系は，武井ほ

か（1977）により前期白亜紀の石堂層，瀬林層および三山層下部層とされている。

　本地域の火成岩類には茂米山北西に分布する黒雲母花尚岩～角閃石黒雲母花尚岩，その周辺に

点在する石英斑岩，四方原山の安山岩および木次原層と山中白亜系の境界に分布する蛇紋岩があ

る（図４）。茂米山北西の黒雲母花尚岩～角閃石黒雲母花肖岩は同一岩体においても岩相の変化が

大きい。石英斑岩は茂米山花肖岩体の衛星岩体をなす小岩体で，これらの貫入時期は，金属鉱業

事業団（1975）によれば断第三紀中断世～鮮新世である。また茂米山花圈岩体の周辺では木次原

層の頁岩，砂岩，チャートなどが広くホルンフェルス化している。安山岩は四方原山山頂におい

て台地状の地形をなしている。この噴出時期に関しては，金属鉱業事業団（1975）は第四紀と推

定している。蛇紋岩の貫入時期は，松川（1979）は山中白亜系白井層(Berriasian～lower Hauter-

ivian)の砂岩層，頁岩層に蛇紋岩が貫入していることから白井層より新しいとしている。また久

田・荒井（1986）は，山中白亜系の蹄岩層に蛇紋岩岩体とほぼ同様の岩質の蛇紋岩蹄が含まれる

ことから，蛇紋岩岩体が白亜紀初期（山中白亜系堆積中）には地表に露出していたことを指摘し

ている。また本地域南西部はハケ岳火山噴出物に，西部は沖積層に広く覆われ，中生層の露出は

悪い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ill　地層各論

１　木次原層

〈概要〉　南佐久郡地質誌（藤本編，1958）の海瀬秩父古生層および御座山秩父古生層の北亜帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－96－



　　　　　　　　　関東山地北西部，長野県南佐久郡佐久一小海地域の中生界(栗原他)

相当層,金属鉱業事業団(1975)の乙父沢層,両神層上部層および石舟層に相当し,岩崎ほか(1989)

の木次原層に対比される。木層は黒色，暗緑色，暗灰色～灰色の頁岩を主体とし，チャート，砂

岩，石灰岩，緑色岩を岩塊として含む混在岩層からなる。また木層は岩相の特徴から下部潜およ

び上部層に二分され，その境界は整合である。

　〈分布〉　木次原潜下部層は小海町水上集落東方の親沢川上流付近から八千穂村時田集落東方に

かけて約２ｋｍの幅を有し分布する。上部層は佐久町海瀬－の渕および茂米山一四方原山尾根の南

斜面から北方に分布し，山中白亜系と蛇紋岩を介して断層で接している。

　〈岩相〉　木次原層下部潜は，黒色，灰色～暗灰色の頁岩を基質として，砂岩，チャートおよび

石灰岩を岩塊として含む混在岩潜からなる。一般走向はN50°～70°Ｗで,傾斜は30°～60°Ｎである。

混在岩層の基質をなす頁岩には，鱗片状劈開の発達する黒色～暗灰色の頁岩と，剥離性に富む灰

色～暗灰色の頁岩がある。これらの頁岩中に，砂岩は長径数10cm～数ｍのレンズ状・ブロック状

の岩塊として，チャートは長径数ｍ～数10mの岩塊として含まれることが多い。砂岩は一般に塊

状で，暗灰色～灰色，暗褐色を呈し，中粒～粗粒で，円磨度が低く淘汰の悪いアレナイトである。

鏡下では石英が最も多く構成要素の７～８割を占め，波状消光するものが多い。その他，斜長石，

正長石が含まれ,斜長石はアルバイト式双晶をなす。岩片として長径１ｍｍに達する黒色の泥岩片

が含まれることが特徴で，またいくつかの結晶がモザイク状に組み合っている結晶石英がみられ

る。重鉱物としては白雲母，角閃石が含まれる。チャートは塊状と層状のものがあり，色は暗青

色～暗灰色で，層状の場合，３～５ｃｍで成層していることが多く，その走向は一般走向と調和的

である。石灰岩は，小海町水上集落付近と八千穂村時田集落の東方に，長径数ｍの孤立した岩塊

として露出している。これらの石灰岩は結晶質で化石は確認されていない。下部層が模式的に分

布する親沢川上流のルートマップおよびスケッチを図６に示す。このルートでは見かけ上，下位

より混在岩層，砂岩岩塊，チャート，混在岩層およびチャートと重なる。最下位の混在岩層は，

黒色頁岩を基質として砂岩やチャートを岩塊として含み，特に砂岩の岩塊が多く含まれる。この

見かけ上,上位の砂岩岩塊は長径150mほどで,塊状の中粒砂岩と平行薬理の発達する細粒砂岩の

部分があり，内部を小断層で剪断されている。この上位に断層で接するチャートは，暗褐色を呈

し３～５ｃｍで成層するチャートと，暗灰色の塊状チャートが数枚繰り返して重なる。この上位に

は剥雌性に富む灰色の頁岩,および長径数10cm～数ｍのレンズ状の砂岩岩塊やチャートを含む混

在岩潜(図６のスケッチの部分)が重なる。その上位には厚さ20mほどの，暗灰色を呈し3～5cm

で成層するチャートが断層で接する。このような砂岩岩塊の多い混在岩層や剥離性に富む灰色の

頁岩は八千穂村崎田集落東方においてもみられ，木次原層下部層の特徴となっている。

　木次原層上部潜は，黒色頁岩，暗緑色～灰緑色の頁岩を主体とし，チャート，砂岩，石灰岩お

よび緑色岩を大小様々な岩塊として含む混在岩潜からなる。下部層とは黒色頁岩の量比が多いこ

とと緑色岩の存在により区分される。なお上部層は茂米山花肖岩体により広くホルンフェルス化

しており，特に霧久保沢上流付近では著しい。上部潜の一般走向は下部層と同様で, N50°～70°Ｗ，

傾斜は40°～60°Ｎである。上部潜の黒色頁岩は，鱗片状劈開が発達しており，また小断層が発達し

て層理面が乱されていることもある。砂岩は主に細粒～中粒の塊状砂岩で，やや円磨・淘汰され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－97－
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図６　親沢川上流付近のルートマップおよびスケッチ。　１：混在岩層，２：頁岩，

　　　３：チャート，４：塊状砂岩，５：層状砂岩，６：コンクリート被覆，７：

　　　放散虫化石産出地点，８：走向・傾斜，９：断層面の走向・傾斜。

たアレナイトである。錘下の観察では，構成粒子の大部分は石英で，そのうち２～３割は波状消

光を示す。長石は少なく，アルバイト式双晶を示す斜長石がわずかに認められる。重鉱物として

は黒雲母が，岩片としては泥岩片が含まれ，まれに火山岩片がみられる。チャートは，長径数cm

の岩塊から，数100mで走向方向に連続するシート状の岩塊である。ブロック状，シート状をなす

チャートは，暗灰色を呈し，３～５ｃｍで成層することが多く，その走向は一般走向と調和的であ

る。石灰岩は，佐久町海瀬一の渕の露頭および都沢上流の西側斜面にみられる。都沢西側斜面に

は長径数ｍ以内の石灰岩の岩塊が露出する。この石灰岩は一般に結晶質であるが，この付近で紡

錘虫化石を含む転石（サンプルー19）が得られている。この石灰岩は基質が石灰泥で，主に紡錘

虫化石の破片からなる粒子がｍｕd-ｓｕppoｒtで10％以上含まれる。これはＤｕｎｈａｍ（1962）の分類

に従うとwackestoneに相当する。また透明方解石脈が多く入っている。紡錘虫化石は保存不良の
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ため十分な鑑定はできないが，Ｐｓｅｕｄｏｆｕｓｕlina　ｓp.が識別された(図８)。詳細な年代は決定できな

いが前期ペルム紀のものと考えられる。緑色岩は都沢上流と鍵掛沢に露出し，長径数ｍ以内の岩

塊である。都沢上流に露出する緑色岩は暗緑色～緑色で部分的に暗赤色を呈し，石英の細脈がみ

られる。枕状構造は認められない。また前述の紡錘虫化石を含む石灰岩の転石には緑色岩が伴わ

れる。この緑色岩は緑色または暗褐色を呈する玄武岩質溶岩で,鏡下の観察では幅O｡1～0.２ｍｍほ

どの方解石脈の発達が顕著で変質が著しい。鍵掛沢の緑色岩は，黒褐色～暗赤色を呈する玄武岩

質凝灰岩で,黒色頁岩中に長径約2mの岩塊として含まれる。鏡下では変質した玄武岩岩片やシル

トサイズの石英と変質した火山ガラスが細かい葉理をなしているのがみられる。図７には上部層

が模式的に露出する海瀬一の渕の露頭スケッチを示す。ここでは見かけ上,下位からN60°W, 50°

Ｎの走向傾斜を示す鱗片状劈開の発達した黒色頁岩，その上位には小断層により不規則に剪断さ

れた３～５ｃｍで成層する暗灰色のチャートが接する。その上位は淡緑色珪質頁岩を薄く挾む著し

く破砕した黒色頁岩を基質とする混在岩層で，長径１～２ｍの石灰岩の岩塊が数個含まれる。こ

の石灰岩は直径２ｍｍ以上の紡錘虫化石の破片からなる粒子がgrain-supportで10％以上含まれて

おり，粒子間が透明方解石で充填されている部分と直径１～２ｍｍの紡錘虫化石の破片が石灰泥

　↑

N60‘W 50°N 漕恥國壇ト[]トロ

図７　海瀬一の渕における混在岩層の露頭スケッチ。

　　　１：チャート，２：頁岩，３：石灰岩，４：表土，５：紡錘虫化石産出地点。
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と透明方解石で充填されている部分がある。これはＤｕｎｈａｍ（1962）およびEmbry and Klovan

　（1972）の分類に従うとpackstone～rudstoneに相当する。さらにこの石灰岩には方解石脈の発

達が顕著で，またスタイロライトがみられる。紡錘虫化石として, Yabeina sp｡が（図８），小型

有孔虫化石としてＧｌｏｍｏｓbiｒａ sp.が識別された。この石灰岩からＦｕjimotｏ（1936）は,7Vｅｏｓｃｈｕｘｍｅｒ-

緬ａ ｃｒａticｕlifeｒａ(Schwager),Ｎ.　ｄｏｕｖillei Ozawa,Ｙａｈｅｉｎａがｏｂｏｓａ（Ｙａｂｅ），Ｙ。kaiｓｅｎｓiｓ

Fujimoto,Ｓtaffella　ci.ｗａａｓｅｎｉ(Schwager)を識別し，その年代を後期ペルム紀としている。

　〈層厚〉地質断面図から判断する限りにおいては，下部層の層厚は約1500ｍ，上部層の層厚は約

2000ｍと見積もられる。

　〈年代〉後述のように混在岩層の基質をなす頁岩から産出した放散虫化石により前期ジュラ紀か

ら中期ジュラ紀前期である。

　。
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図８　木次原層から産する紡錘虫化石。１，２：Ｐｓｅｕｄｏｆｕｓ這松■a sp.(サンプルー１９)，

　　　３，４：Ｙａｈｅｉｎａ　ｓpパサンプルー20)。スケールバー＝１ｍｍ。

２　御座山層

　<概要〉　南佐久郡地質誌（藤本編，1958）の御座山秩父古生層の南亜帯相当層，金属鉱業事業

団（1975）の大ガマタ層に相当し，岩崎ほか（1989）の御座山房に対比される。本暦は黒色，暗

灰色～灰色の頁岩を基質とし，チャート，砂岩を岩塊として含む混在岩層からなる。

〈分布〉　小海町川平集落北方から北西に，阿登久良山付近および八千穂村筆岩集落付近にかけ

て約2kmの幅を有し分布する。木次原潜下部潜とは前述の北相木断層の延長と考えられる断層で

境される。

　〈岩相〉　木屑は，黒色，暗灰色～灰色の頁岩を基質として，砂岩，チャートを岩塊として含む
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混在岩層からなる。一般走向はN50°～70°Ｗで,傾斜は40°～60°Ｎである。混在岩層の基質をなす

頁岩は，暗灰色を呈するものが多く，鱗片状劈開が発達している。このような頁岩中に砂岩，チ

ャートが岩塊として含まれるが,両者とも長径数ｃｍ～１ｍほどのレンズ状をなすことが多い。砂

岩は塊状で，暗灰色～灰色を呈し，細粒～中粒のやや円磨・淘汰されているアレナイトである。

川平で得られた砂岩岩塊は,分級のよい,やや円磨された細粒のアレナイトで,鏡下では長径0.1～0.15

ｍｍほどの石英が多く，波状消光するものが多い。長石は少なく，まれに斜長石が認められる。

重鉱物としては黒雲母が最も多く，白雲母,角閃石もみられる。チャートは長径数ｃｍの岩塊とし

て含まれるものから長径数100mほどの大規模なシート状の岩塊まである。このような大規模のチ

ャート岩塊は川平集落北方，阿登久良山付近および八千穂村高岩集落の線路沿いにみられる。層

状のチャートが多く，３～５ｃｍで成層し，色は暗青色～暗灰色である。その走向は一般走向と調

和的であることが多い。また，波長１～２ｍの小摺曲がみられるところもある。図９に小海町川

平集落北方の林道のルートマップおよびスケッチを示す。このルートでは見かけ上，下位より灰

色の頁岩を基質とし，砂岩，チャートを岩塊として含む混在岩層，その上位に走向方向に500mほ

ど連続するシート状のチャート岩塊が断層で接し，さらにその上位に混在岩層が重なる。このル

ートの最も下位の混在岩層は，スケッチに示すように, N60°W, 75°Ｎの断層面を持つ数本の断層

‘‘‘哺一一Ｗ　　Ｅ→．

　　　メ’

スケッチ サンプルー6

図９　川平付近のルートマップおよびスケッチ。１：混在岩層，２：チャート，３：

　　　放散虫化石産出地点，４：走向・傾斜，５：断層面の走向・傾斜。
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により乱されており，また長径数10cm～1mほどの砂岩，チャートの岩塊がレンズ状を呈して含

まれている。シート状のチャートは厚さ３～５ｃｍで成層し，暗青色～暗灰色である。内部は断層

で著しく剪断されており，また波長１～２ｍの小摺曲がみられる。

　〈層厚〉　地質断面図から判断する限りにおいては，御座山層の層厚は約2000ｍと見積もられる。

　〈年代〉　後述のように，混在岩層の基質をなす頁岩から産出した放散虫化石により中期ジュラ

紀である。

　　　　　　　　　　　　　　　　IV　放散虫化石と年代

　筆者らは，約320地点から採集した頁岩，チャートから放散虫化石の抽出を行い，頁岩では６地

点から，チャートでは12地点から年代決定に有効な放散虫化石を得ることができた。今回の調査

で得られた放散虫化石のリストを表1に，産出地点を図２に示す。得られた放散虫化石は，前期ペ

ルム紀から中期ジュラ紀までのものである。ペルム紀放散虫に関しては, Ishiga and ｌｍｏtｏ(1980)，

Ishiga et al. (1986), Ishiga (1986), Sashida and Tonishi (1985,1986)，三畳紀放散虫に関し

ては, Pessagno et al。(1979)，Ｙａｏ(1982)，Ｙｏshida(1986), Sashida et al. (1993)，ジュラ

紀放散虫に関しては，Ｙａｏ(1982), Matsuoka and Yao (1986), Sashida (1988), Hori(1992)，

Baumgartner et al. (1995)等の層序学的・年代学的な研究を基に検討した。以下，放散虫化石

による各層の年代について議論する。

１　木次原層

　木次原層下部層の混在岩層の基質をなす頁岩からは放散虫化石は得られていない。下部層のチ

ャート岩塊からは三優紀放散虫が得られており，親沢川上流の混在岩層中のチャート岩塊（サン

プルー12, 18)からＰａｌａｅｏｓａtｕｒnaliｓait.　tｅｎｕiｓｐｉｎｏｓｕｓDonofrio and M ostlerが，図６のチャ

ート岩塊（サンプルー15, 16)からＰａｌａ＆ｏｓａtｕｒnaliｓ,ｓp｡が識別された。Ｐａｌａｅｏｓａねｉｒnaliｓ属に比較

される放散虫化石は，Ｙａｏ（1982）により美濃帯犬山地域から後期三畳紀を示すＣａｎｏｐtｕｍ　tｒioｓ-

＾icｕｍ群集の構成種として報告されている。これらの放散虫化石から詳細な年代を決定することは

できないが，これらのチャート岩塊の年代は後期三優紀と考えられる。

　木次原層上部層では，鍵掛沢における混在岩層の基質をなす頁岩の2地点（サンプルー1, 2)

から放散虫化石が得られた。これらの頁岩は黒色を呈し，長径約1～2mの緑色岩や長径数ｃｍか

ら数10cmの緑色チャートを含む。このうちサンプルー２からはHsuum aff. minoratum Sashida,

Ａｒｃｈｉｃａｐｓａ　ｐａｃｈｙｄｅｒｍａ（ＴａｎSin Ｈｏｋ）が得られた。瓦minoratunりi Sashida (1988）によ

り同名の群集の特徴種として記載報告され,前期ジュラ紀後期のToarcian中期以降を示すとされ

ている。またＡ。ｐａｃｈｙｄｅｒｙｎａの生存期間はMatsuoka and Yao （1986）によれば前期ジュラ紀

後期のToarcian～中期ジュラ紀前期のBajocianである。従ってこれらの放散虫化石の示す年代

は前期ジュラ紀後期のToarcian～中期ジュラ紀前期のBaiocianと考えられる。また上部層のチ

ャート岩塊からは，ペルム紀および後期三畳紀～前期ジュラ紀の放散虫化石が得られた。茂来山
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　　　　　　　　表１　放散虫化石のリスト。

　　　　　　　　　　　　　　　サンプル番号
種　名

１　２　３　４　５　６ ７　８　９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

召suum aff. minoratum Sashida

H. spp.

Parahsuttrnspp.

?.？sp.

Pantanelliumspp.

一　十　一　一　一　一

一　十　十　十　－　＋

－　＋　＋　一　一　十

十　一　一　十　一　一

一　＋　－　－　－　－

-　-　一

一　一　一

一　一　一

一　一　一

一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　－　一　一　一　－　一

一　一　一　一　一　－　－　一　一

一　一　－　一　一　一　－　一　一

一　一　－　＋　一　一　一　十　－

Archicatsa pachyderma（Ｔａｎ Sin Ｈｏｋ）

A. aff. pa浦河erma (Tan Sin Hok）

A. sp.

Zartus sp･

Tricolocapsa plicarumYao

一　十　一　一　一　一

一　一　十　－　－　一

一　十　－　一　一　一

一　一　十　一　一　－

一　－　－　十　一　－

-　-　一

一　一　一

一　一　一

一　-　一

一　-　-

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　-　-　-　-　-　一　一

一　一　一　一　一　一　一　-　-

一　一　一　一　-　一　一　一　-

T. spp.

7こ？spp.

Stychocaf)saspp･

Protunumαsp･

Pｊ?sp.

一　一　一　十　－　一

一　－　－　＋　十　一

一　一　一　十　十　一

一　－　－　＋　十　一

一　－　－　－　＋　－

-　一　一

一　-　一

一　-　一

一　一　一

一　-　-

-　-　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　-　-　-　-　-　-　一　一

一　一　一　一　一　一　-　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

Paronaella sp.

Eucyrtiぷellu・aff.unumαense (Yao)

£sp.

Paruidngulaspp.

Archaeodictyomitra spp.

一　一　－　－　十　一

一　－　＋　－　－　一

一　－　－　＋　一　一

一　－　＋　＋　＋　＋

一　－　＋　＋　十　一

-　-　一

一　一　一

一　-　-

-　-　一

一　-　-

一　一　一　-　一　一　-　-　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　-　一

一　一　一　一　一　一　-　一　一

一　一　一　-　一　一　-　-　-

P<ii>nidnn.lhn.ille.llaaii、safewiarewsis（Kozur）

P、scalprata Holdsworth and Jones

　　　　　　　　　morphotypescalprata Ishiga

Ｐ．ｓ、Holdsworth and Jones m.

　　　　　　　　　　　　rhomhothoracata Ishiga

p. aff. lontがcornis Ishiga and Imoto

?'. aff. omata Ishiga and Imoto

一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一

一　-　-　一　一　一

一　一　一　一　一　一

一　一　-　一　一　-

－　＋　一

一　十　一

一　＋　一

一　十　一

－　十　一

一　一　一　一　-　-　一　一　一

一　-　-　一　一　一　一　-　一

一　一　-　-　一　一　一　一　一

一　-　-　-　一　一　-　一　一

一　一　一　一　-　一　一　一　一

p. spp.

£油りitifistula？sp.

Nazaroむelk spp.

Ishigaum sp.

Quinqueremissp･

一　一　一　一　一　一

-　-　一　一　-　一

一　一　一　一　一　一

一　-　-　一　一　一

一　一　一　一　-　-

＋　＋　＋

＋　＋　－

＋　十　一

一　＋　－

＋　十　一

一　一　一　一　一　一　一　-　-

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　-　-　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　-　-

Cα?1０1)tMrntriassicumYao

C. spp。

Capnodocesp.

Gormnsium sp.

Palaeosatumalis a11、tenuistinostts

　　　　　　　　　　　Donofrio and M ostler

一　一　一　一　一　一

十　十　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一

一　－　－　－　－　一

一　一　一　一　一　－

一　一　一

一　一　一

一　一　一

一　一　一

一　一　一

十　一　一　一　一　－　一　一　－

＋　＋　＋　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　十　－　一　一　一

十　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　十　－　－　＋　十　一　十

p. spp.

N assellaria gen. et sp. indet.

Spumellaria gen. et sp. indet.

一　一　一　一　一　一

一　十　一　一　一　一

一　一　一　一　－　－

一　一　一

十　十　一

一　一　一

一　－　＋　一　一　十　十　－　＋

十　一　一　一　一　一　一　一　－

十　一　一　一　一　一　一　－　－
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図10　調査地域の総合柱状図。１：チャート，２：砂岩，３：石灰岩，４：緑色岩，

　　　５：混在岩層（木次原層下部層），６：混在岩層（木次原層上部層），７：混

　　　在岩層（御座山層）。

南斜面のチャート岩塊（サンプルー９）からは，ペルム紀のＰｓｅｕｄｏａｌｈａｉ臨池sp.が得られた。鍵

掛沢の緑色チャートの岩塊（サンプルー10）からはＣａｎｏｐtｕｍ　tｒiaｓｓicｕｍ Yao が得られ，これは

Ｙａｏ（1982）によればＣ。tｒiaｓｓicｕｍ群集の特徴租であり，その示す年代は後期三畳紀のNorian

後期～Rhaetianとされている。また，サンプルー11からはＣのｗptｕｍ sp｡が識別され，詳細な年

代は決定できないが後期三畳紀～前期ジュラ紀と考えられる。

　以上より，木次原層はペルム紀および後期三畳紀～前期ジュラ紀のチャート岩塊を異地性岩塊

として含む前期ジュラ紀～中期ジュラ紀前期の地層である（図10）。
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２　御座山層

　御座山層の頁岩からは４地点で放散虫化石が得られた。このうち小海町市の沢集落西方の露頭

　(サンプルー３)および八千穂村筆岩集落付近の露頭(サンプルー４)で，混在岩層の基質の頁

岩から年代決定に有効な放散虫化石が得られた。サンプルー３は，チャート岩塊を含む混在岩層

の基質をなす暗灰色の頁岩で,£収ポidiellum aff.四回7αense (Yao),Ａｒｃｈｉｃａｔｓaaii.　ｐａｃｈｙｄｅｒｍａ

　(ＴａｎSin Ｈｏｋ)，およびＺａｒtｕｓsｐ.等が得られ，その年代はBaumgartner et al. (1995)に基

づけば中期ジュラ紀前期と考えられる。一方，サンプルー4は，チャート，砂岩の岩塊を含む混在

岩層の基質をなす暗灰色の頁岩で，ＴｒｉｃｏｌｏｃａｐｓａplicaｒｕｍＹａｏが得られた。T. plicarum 1%中期

ジュラ紀前期から後期ジュラ紀前期まで産出が報告されている(Matsuoka and Yao, 1986)が，

本試料には積極的に後期ジュラ紀を示す放散虫化石は含まれておらず，その年代は中期ジュラ紀

と考えられる。御座山層のチャートからは，比較的保存良好なペルム紀放散虫が得られた。サン

プルー７，８は阿登久良山付近のシート状のチャート岩塊で，３～５ｃｍで成層する暗灰色のチャ

ートである。サンプルー８より乃回心�baillella aff｡ｓ一回αrensis (Kozur),ｐ.　ｓｃａｌｐｒａtａHoldsworth

and Jones morphot3T)e ｓｃａｌｐｒａtaIshiga, Ｒ s。Holdsworth and Jones ｍ.　ｒｈｏｍｈｏthoｒａｃａta

Ishiga, P. aff. Z凹がcornis Ishiga and Imoto, p. aff』四ｄz Ishiga and ｌｍｏtｏ等が得られた。

これらはIshiga (1986)のｐ.　ｌｏｍｅｎtａｒia帯に相当し，その示す年代は前期ペルム紀中期とされて

いる。御座山層のチャートからの三畳紀放散虫の産出は少なく，八千穂村高岩集落付近の線路沿

いのチャート岩体からＣａｐｎｏｄｏｃｅsp｡が得られているにすぎない。詳細な年代は不明だが,金属鉱

業事業団(1975)は同岩体からＥｔｉｇｏｎｄｏｌｅｌｌａ　ａｈｎｅｐtiｓを報告しており，その年代は後期三畳紀と

考えられる。

　以上より，御座山層は前期ペルム紀中期，後期三畳紀のチャートを異地性岩塊として含む中期

ジュラ紀の地層である(図10)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　地質構造

　本地域の地質構造は，木次原層，御座山層ともに基本的にN50°～70°Ｗの走向を有し，30°～60°

Ｎの傾斜を示す同斜構造をなす（図５）。

　本地域には地質断面図に表現されるような摺曲構造は認められない。しかし木次原層は見かけ

上，層厚約3500ｍを示し，その内部には摺曲による地層の繰り返しの存在が推定される。しかし

ながらその実体は不明である。また御座山層では小海町川平北方付近の林道および阿登久良山付

近に露出するチャート岩塊において波長１～２ｍほどの小摺曲がみられる。これらの小摺曲の輔

面の走向はN50°～80°Ｗを示し，御座山層の一般走向と調和的である。

　本地域に発達する断層は，本地域南西部に西北西一東南東方向の走向を有する北傾斜の逆断層

がある。この断層は北相木断層（南佐久郡地質誌：藤本編，1958）の北西方向の延長と考えられ，

木次原層と御座山層を境している。八千穂村筆岩集落北方では幅約10mを有する蛇紋岩が，N50°
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W, 50°Ｎの小断層により剪断され露出している。また金属鉱業事業団（1975）の報告では，詳細

な位置は不明であるが小海町水上集落付近で蛇紋岩を認めている。これらの蛇紋岩は北相木断層

に伴い貫入したと考えられる。また筆岩集落北方の混在岩層には, N60°～65°Ｗ，40°～60°Ｎの断

層面を持つ数本の小断層が認められ，北相木断層の副次的な断層と考えられる。

　調査地域の東縁部には，北北東一南南西方向の白岩一粟生断層（金属鉱業事業団，1975）が発

達する。この断層は南佐久郡御所平集落付近から北北東に本地域鍵掛沢東方まで続き，岩崎ほか

　（1989）では断層に沿い点在する酸性火成岩や，各帯の岩相の分布がこの断層を境に東と西でず

れることを報告している。

　本地域北東部には山中白亜系が分布し，木次原潜とは蛇紋岩を介して断層で接している。また

十石峠付近では秩父系，山中白亜系および蛇紋岩岩体が複雑に分布しており，秩父系が山中白亜

系中に，あるいは山中白亜系が秩父系中に孤立した分布形態を示し，これらの周辺に蛇紋岩岩体

が露出していることが知られている。久田ほか（1987）は，山中白亜系南縁における蛇紋岩岩体

と孤立した秩父系，山中白亜系の分布形態に注目し，これらの分布特性が左横ずれ断層運動によ

り形成された特徴を持つことを指摘した。それによれば蛇紋岩と山中白亜系は，秩父系と山中白

亜系の境界断層に沿う左横ずれにより，スライス化し，断層に沿って水平移動し雁行状に配列し

たとされている。この境界断層の活動時期に関しては，前述のように白亜紀初期には蛇紋岩岩体

が地表に露出していたこと（久田・荒井，1986）や，蛇紋岩が石堂層の砂岩を捕獲していること

　（平野・飯泉，1973）などから，久田ほか（1987）は石堂層堆積後，おそらく後期Barremian前

期(Matsukawa,1983）以降と推定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI　考察

１　浜平層群（久田・岸田，1986）との関係

　本地域東方から東南方には浜平層群が広く分布する。浜平層群も基本的に砂岩，チャート，石

灰岩および緑色岩を岩塊として含む混在岩層からなり，久田・岸田（1986）は，岩相および産出

する放散虫化石に基づき浜平層群を北からＩ～Ｖ帯に区分した。また浜平層群の北方に，山中白

亜系に挾まれて複雑に分布する地帯を乙父沢層とし浜平層群とは区別して扱っている。このよう

な地帯は本研究地域では，鍵掛沢付近が相当するが，本研究では，鍵掛沢付近も木次原層と同様

な岩相がみられることを重視し，これを木次原層として扱う。

　久田・岸田（1986）は，最も北に位置するＩ帯の西方への延長について述べているが，走向が

ほぼ東西方向から北西一南東方向に変わり，頁岩からの放散虫化石が乏しくなることなどからそ

の詳細は不明であるとしている。しかし，混在岩層の基質をなす頁岩の年代とチャートの年代か

ら，本地域の木次原層は浜平層群Ｉ－２亜帯およびＩ－３亜帯に対比される。本地域の御座山層

は前述のように，頁岩から中期ジュラ紀の放散虫化石が，チャートから三畳紀および前期ペルム

紀中期のＰＲＰＭｄｏａｌｈａｉｌｌｅｌｌａ　ｌｏｍｅｎtａｒia帯の放散虫化石が産出している。一方浜平層群II帯では頁

岩から中期ジュラ紀の放散虫化石が,チャートから三畳紀および前期ペルム紀中期のｐ.　ｌｏｍｅｎtａｒiａ
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帯の放散虫化石が報告されている。従って年代に基づけば本地域の御座山居は浜平居群II帯に対

比される。

２　本地城中生界の形成過程

　本地域の中生界は北傾斜の逆断層である北相木断層により境され，木次原層，御座山層が北西

一南東方向に帯状配列をなして分布する。岩崎ほか(1989)は本地域以南に分布する地帯を木次

原帯，御座山帯，天狗山帯，合羽坂帯，川上帯に分帯し，その年代を放散虫化石により検討した。

それによれば木次原帯は前期ジュラ紀～中期ジュラ紀，御座山帯は中期ジュラ紀～前期白亜紀，

天狗山帯は中期ジュラ紀～後期ジュラ紀前期，合羽坂帯は中期ジュラ紀後期～最後期ジュラ紀，

川上帯は後期ジュラ紀～前期白亜紀後期である。従って本研究地域とその南方に帯状配列する各

地帯の泥質岩層の年代を総合すると5 slope basin hemipelagic cover とみなされるHauteribian

～Barremianの緑色頁岩を含む御座山層II亜帯(岩崎ほか，1989)を除き，断層によって区分さ

れる地帯が大局的に南方に向かい若くなる傾向を示すといえる。このような特徴を持つ地質体の

代表的な例として秩父帯南帯の高知県西部に分布する斗賀野層群[松岡,]L984 ； Matsuoka, 1992)

があげられる。松岡[]L984)は斗賀野層群の層序・構造および年代について検討し，斗賀野層群

は帯状配列をなす各地帯が層状珪質粘土岩層，チャート層，珪質泥岩層，粗粒砕層岩層により構

成される一連の層序ユニットからなり，それらが構造的に繰り返す覆瓦状構造をなしていること

を見いだした。また放散虫化石による詳細な年代検討により，チャート層の上限の年代や珪質泥

岩層および泥岩層の年代が北から南に向かい若くなる年代極性を持つことを明らかにした。斗賀

野層群を構成する層序ユニットのうち，チャート層は堆積速度や陸源物質を含まないことなどか

ら遠洋性堆積物とみなされる。チャート層の上位に重なる珪質泥岩層は陸源砕屑粒子を含み半遠

洋性堆積物とみなされ，粗粒砕屑岩層は陸源性堆積物である(Matsuda and Isozaki, 1991)。一

方，現在の海溝には，海洋地殻を基底とし下位から遠洋性珪頁岩，半遠洋性泥頁岩およびタービ

ダイトが累重する上方粗粒化のシーケンスが認められている(Lash.1985)。このような上方粗粒

化のシーケンスは，海洋プレート上の遠洋～半遠洋性堆積物と海溝充填堆積物であり，付加体の

典型的な特徴とされている。従って遠洋性堆積物から陸源性堆積物への垂直的な岩相変化は，こ

れらの堆積場が海洋プレート上にあり，海洋プレートの移動によって陸源性物質の供給されない

遠洋域から半遠洋域を経て陸源物質の供給される海溝付近に到連したことを示すと考えられる。

またこれらの層序ユニットが構造的に繰り返す覆瓦状構造は海溝におけるoffscrape-accretionに

よって形成された付加ウェッジとして説明され(Ｍａtｓｕｏｋａ，1992)，このような付加ウェッジは

メキシコにおける中米海溝の新第三紀の付加ウェッジにおいて確認されている(Ｍｏｏｒｅ et al｡，

1982)。松岡(1984)は帯状配列をなす地帯がチャートー砕肩岩で構成される層序ユニットからな

り，それらが北傾斜・北方上位で覆瓦状構造をなし，南方に向かい若くなる年代極性をもつとい

う特徴は，島弘一海溝系で提唱されている付加体モデルと矛盾しないことを指摘した。このよう

な年代の極性および層序ユニットが北傾斜・北方上位である特徴は秩父帯南帯において，九州球

磨山地(西園・村田，1984 : Nishizono et al,1997)，紀伊半島の由良地域(Ｙａ０，1984)，関東
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山地東部の五日市地域（高島・小池，1984 ；酒井，1987 ；Sashida, 1988 ；小渾・小林，1986），

西部の上野村地域（久田・岸田，1986）などの各地で指摘されている。

　以上のような議論および，久田・岸田（1986）や岩崎ほか（1989）に基づけば，本地域の中生

界は海洋プレートの沈み込みに伴う付加過程により形成されたものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vfl　まとめ

１．関東山地北西部に分布する中生界は，北傾斜の逆断層（北相木断層）により境され，北から

木次原層，御座山層に区分され，木次原層は岩相から下部層，上部層に分けられる。

２．木次原潜，御座山層とも混在岩層からなり，基質をなす頁岩の年代はそれぞれ前期ジュラ紀

～中期ジュラ紀前期，中期ジュラ紀と推定され，南に位置する御廃山層がやや若い年代を示す。

３．木次原層は久田・岸田（1986）の浜平層群Ｉ帯のＩ－２亜帯，Ｉ－３亜帯に，御座山居は浜

平層群II帯に対比される。

４．本地域の中生界は走向方向の断層で境された帯状配列，混在岩層の卓越，混在岩層の基質を

なす頁岩の年代が大局的に南方に向かい若くなる傾向を持っており，これらの特徴から海洋プレ

ートの沈み込みに伴う付加過程により形成されたものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　The stratigraphy, geologic structure and ages of the Mesozoic strata corresponding to the

southern Chichibu Belt exposed in the northwest Kanto Mountains, central Japan, are

discussed based on recent fossilfindings。

　The Mesozoic strata trending WNW-ESE direction, are subdivided into the two forma-

tions from north to south : the Kijihara and the Ogurayama Formations。These formations

are in contact with northward dipping reverse fault.The Kijihara Formation is composed of

chaotic rocks consisting of exotic blocks of sandstone, chert,limestone and greenstone in ａ

shaly matrix. The Ogurayama Formation is characterized by chaotic rocks consisting of

exotic blocks of sandstone and chert in ａ shaly matrix。

　The geologic age of the Kijihara Formation ranges from Early Jurassic to early Middle

Jurassic by radiolarian fossilsextracted from shaly matrix. The Ogurayama Formation is

Middle Jurassic on the basis of radiolarians from shaly matrix, and the southward younging

of shaly matrix is recognized.

　Based on the above-mentioned features, Mesozoic strata of this area are presumed to be

formed by accretionary process due to subduction of oceanic plate。
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